
未
曾
有
の
大
惨
事
を
巻
き
起
こ
し

た
東
日
本
大
震
災
。
今
年
は
節

目
と
な
る
５
年
目
に
あ
た
る
。
政
府
は

震
災
発
生
か
ら
の
１０
年
間
を
「
復
興
期

間
」
と
し
た
う
え
で
、
被
災
地
の
一
刻

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
目
指
す
考
え
か

ら
、
当
初
５
年
間
を
「
集
中
復
興
期

間
」
と
し
て
復
興
庁
を
中
心
に
様
々
な

施
策
を
打
ち
出
し
て
き
た
。

平
成
２７
年
度
は
集
中
復
興
期
間
の
最

終
年
度
。
被
災
地
で
は
本
格
復
興
の
動

き
が
強
ま
る
が
、
そ
の
足
取
り
は
地
域

に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
も
見
ら
れ
る
。
政

府
は
今
夏
に
２８
年
度
以
降
の
復
興
支
援

の
枠
組
み
を
決
定
す
る
方
針
だ
が
、
一

部
事
業
で
各
自
治
体
に
も
負
担
を
求
め

る
意
向
も
示
し
て
お
り
、
被
災
地
で
は

反
発
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
は
、
果
た
し
て

被
災
地
の
復
興
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
、
本
格
復
興
に
向
け
見
え
て
き

た
課
題
は
何
か
、
そ
し
て
地
域
金
融
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
な
ど
を
、
被

災
地
で
事
業
を
再
開
・
起
業
し
た
中
小

企
業
と
そ
れ
を
支
援
す
る
地
域
金
融
機

関
の
姿
を
通
し
て
浮
き
彫
り
に
し
て
い

く
。第

１
回
は
福
島
県
の
あ
ぶ
く
ま
信
用

金
庫
の
復
興
支
援
の
取
組
み
を
レ
ポ
ー

ト
す
る
。

原
発
か
ら
半
径
５
キ
ロ
圏
の

５
店
舗
が
依
然
閉
鎖

あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
は
昭
和
２５
年
９

月
１２
日
の
創
立
。
以
来
、
一
度
も
合
併

す
る
こ
と
な
く
、「
浜
通
り
地
方
の
地

元
金
融
機
関
と
し
て
、
地
域
住
民
の
手

足
と
な
っ
て
奉
仕
し
、
お
互
い
の
繁
栄

を
は
か
る
」
を
基
本
方
針
と
し
て
営
業

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

営
業
エ
リ
ア
は
、
北
は
宮
城
県
仙
台

市
か
ら
南
は
福
島
県
い
わ
き
市
ま
で
南

北
に
１
５
０
キ
ロ
。
そ
の
ほ
ぼ
中
央
の

南
相
馬
市
原
町
区
に
本
部
を
構
え
る
。

震
災
以
前
、
産
業
と
し
て
は
農
業
や
漁

業
が
盛
ん
だ
っ
た
ほ
か
、
公
共
工
事
を

主
体
と
し
た
建
設
業
や
部
品
製
造
を
手

掛
け
る
製
造
業
が
雇
用
を
支
え
る
地
域

で
も
あ
っ
た
。

福
島
県
が
他
の
被
災
地
と
大
き
く
様

相
が
異
な
る
の
は
、
地
震
・
津
波
に
加

え
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
」

の
被
害
を
強
く
受
け
て
い
る
点
だ
。
福

島
県
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
１
月
末

時
点
の
福
島
県
の
避
難
者
数
は
１１
万
８

８
６
２
人
。
徐
々
に
避
難
者
の
数
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
震
災
発
生
か
ら

４
年
経
過
し
て
も
、
約
１２
万
人
も
の
住

民
が
放
射
能
等
の
影
響
を
受
け
て
、
避

難
生
活
を
続
け
て
い
る
。

被
災
地
３
県
（
岩
手
・
宮
城
・
福
島

県
）
の
合
計
の
避
難
者
は
約
２３
万
人
で

あ
り
、
そ
の
過
半
数
を
福
島
県
が
占
め

て
い
る
の
が
現
実
。「
除
染
が
終
わ
る

ま
で
は
、
戻
り
た
く
て
も
戻
れ
な
い
ん

で
す
」
―
―
地
域
住
民
の
悲
痛
な
声
が

多
く
聞
か
れ
た
。

あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
の
店
舗
は
、
原

子
力
発
電
所
か
ら
半
径
５
キ
ロ
圏
内
に

２
店
舗
（
大
熊
・
双
葉
支
店
）、
半
径

１０
キ
ロ
圏
内
に
２
店
舗
、
そ
し
て
半
径

３０
キ
ロ
圏
内
に
は
本
部
も
含
め
て
５
店

舗
と
２
出
張
所
が
あ
る
。

政
府
は
原
発
事
故
の
翌
月
の
平
成
２３

年
４
月
に
福
島
原
子
力
発
電
所
か
ら
半

径
２０
キ
ロ
圏
を
「
警
戒
区
域
」、
そ
の

外
側
を
「
計
画
的
避
難
区
域
」
に
指
定

し
住
民
に
避
難
を
指
示
。
あ
ぶ
く
ま
信

用
金
庫
の
営
業
エ
リ
ア
の
総
人
口
２０
万

人
の
う
ち
、
な
ん
と
１６
万
人
も
の
住
民

が
震
災
直
後
は
避
難
し
て
い
た
。

警
戒
区
域
は
、
２
０
１
１
年
末
、
年

間
放
射
線
量
に
応
じ
て
、
�
「
帰
還
困

難
区
域
（
年
間
放
射
線
量
５０
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
超
）」、
�
数
年
で
の
帰
還
を
目

指
す
「
住
居
制
限
区
域
」（
同
２０
ミ
リ

超
〜
５０
ミ
リ
以
下
）、
早
期
帰
還
を
目

指
す
「
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」

（
同
２０
ミ
リ
以
下
）
に
再
編
さ
れ
た
。

放
射
線
量
が
多
い
双
葉
・
大
熊
・
浪

江
・
富
岡
町
は
、
大
半
が
帰
還
困
難
区

域
、
住
居
制
限
区
域
に
指
定
さ
れ
た
ま

ま
。
あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
の
店
舗
も
、

原
発
か
ら
半
径
１０
キ
ロ
圏
に
あ
る
５
店

舗
が
依
然
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

新
設
店
を
開
設
す
る
と
と
も
に

営
業
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る

「
私
ど
も
の
営
業
エ
リ
ア
が
あ
る
相
双

地
域
（
浜
通
り
北
部
の
相
馬
・
双
葉
エ

リ
ア
）
は
、
一
千
有
余
年
の
歴
史
あ
る

伝
統
の
祭
事
『
相
馬
野
馬
追
』
で
有
名

な
地
域
で
す
。
騎
馬
武
者
が
先
祖
伝
来

の
旗
指
物
を
な
び
か
せ
、
人
馬
一
体
と

な
っ
て
疾
走
す
る
姿
は
戦
国
絵
巻
さ
な

が
ら
。
震
災
の
あ
っ
た
年
も
継
続
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
相
馬
氏
の
祖
で
あ

る
平
将
門
が
始
め
た
軍
事
訓
練
が
起
源

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
我
が
相
馬
藩
は
鎌

倉
時
代
か
ら
幕
末
ま
で
国
替
え
が
な
か

っ
た
稀
有
な
藩
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ

し
ね
は
ご
う

の
相
馬
藩
の
領
土
だ
っ
た
標
葉
郷
（
現

在
の
浪
江
・
双
葉
・
大
熊
町
）
は
原
発

１０
キ
ロ
圏
内
に
あ
り
、
国
替
え
せ
ざ
る

を
得
な
い
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
と
き
に
、
地
元
の
金
融
機
関

が
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
施

策
を
講
じ
、
地
域
の
復
興
・
発
展
に
全

力
で
取
り
組
む
考
え
で
す
」

あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
の
半
澤
恒
夫
・

理
事
長
は
こ
う
力
強
く
語
る
。

平
成
２３
年
３
月
１１
日
午
後
２
時
４６

分
、
あ
の
忌
ま
わ
し
き
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
。
あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
本

店
も
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
が
、
地

盤
が
固
く
、
作
り
が
堅
強
だ
っ
た
た

め
、
幸
い
建
物
自
体
の
損
害
は
少
な
か

っ
た
。

半
澤
理
事
長
は
直
ち
に
対
策
本
部
を

設
置
、
震
災
と
の
戦
い
が
始
ま
る
。
理

事
長
は
、
帰
宅
困
難
な
金
庫
の
職
員
２０

名
以
上
と
と
も
に
、
本
店
３
階
の
会
議

室
に
籠
城
。
約
１
カ
月
間
、
寝
食
を
共

に
し
た
。

震
災
発
生
が
金
曜
日
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
対
策
本
部
で
は
早
速
、
週
明
け

の
対
応
を
協
議
。
震
災
直
後
は
停
電
で

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
不
通
と
な
っ

た
た
め
、
地
域
に
残
っ
た
取
引
先
に
預

金
の
便
宜
払
い
を
行
う
と
と
も
に
、
原

発
事
故
で
全
国
に
避
難
し
た
顧
客
に
は

あぶくま信用金庫の
復興支援（前編）

第 １ 回

〔
シ
リ
ー
ズ
企
画
〕

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目

復
興
の
現
実
と
地
域
金
融
機
関
の
取
組
み
を
追
う
！

グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
申
請
条
件
と
な
る

地
元
事
業
者
の
グ
ル
ー
プ
化
に
奔
走

●
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
支
援
し
て
復
興
の
灯
を
と
も
す
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